
 

 

 

不要となった古銅を鋳潰してはこのような水道用バルブを製
造している｡市街地から離れた従業員10人程度の小さな工場
で生産していた｡

世界有数のカリ生産会社アラブポターシュカンパニ-では死
海からこのような原料を採り出して精製している｡

イギリスなどより輸入した原料繊維を用いて各種生地を製造
している｡イラクなど近隣諸国に多くを輸出している｡

このような繊維関係試験装置をもつのはヨルダン最大の服地
製造会社であるこの会社だけだが機器グレードが低い｡

写真２３　鋳銅製品 写真２４　死海の塩水濃縮池

写真２１　服地製造会社製造光景 写真２２　服地製造会社ラボ機器

写真１９　食品製造会社作業光景 写真２０　鋳物会社工場内

タヒーニと呼ばれるパン用のペーストやハラワというケーキ類
を製造している｡製品の多くは近隣国へ輸出されている｡

鋳鉄製品の典型といえるマンホール蓋用の鋳型が広い土間
に数百基も設置してある｡廃材を原料とした湯をこれらに流し
込む｡
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